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　このたびは，「人間ドック健診専門医試験問題集 2015 年改訂版」をご購入いただき誠にありがとうご
ざいます．本書におきまして以下の誤りがございましたので，ここに訂正させていただきますとともに
深くお詫び申し上げます．

正 誤 表
該当頁 誤 正

9 頁
1. 消化器
問題 4の選択肢（c）

ブスコパンまたはグルカゴン ブチルスコポラミンまたはグルカゴン

14頁
1. 消化器
問題 17の選択肢（a）

（a）強力ミノファーゲン投与 （a）グリチルリチン酸投与

25頁
2. 循環器
問題 11の選択肢（e）

（e）特発性心室細動 （e）発作性心房細動

34頁
3. 呼吸器
問題 6の問題文

タバコの疫学について正しいのはどれか．2つ
選べ．

タバコの疫学について正しいのはどれか．1つ
選べ．

41頁，145 頁
4. 内分泌・代謝
問題2の選択肢（c）・解説

インシュリン インスリン

46頁
4. 内分泌・代謝
問題 16の選択肢（b）

（b）胸椎圧迫骨折は亀背を起こしやすい． （b）胸椎圧迫骨折は円背を起こしやすい．

64頁
6. 血液
問題 7の問題文

網赤血球 12‰ 網赤血球 1.2%（12‰）

76 頁
8. アレルギー・免疫・感染
問題 12の選択肢（e）

（e）c反応性蛋白（CRP） （e）C反応性蛋白（CRP）

113 頁
1. 消化器
問題 18 の解説

D群はHp抗体陰性・ペプシノゲン陰性である．D群はHp抗体陰性・ペプシノゲン陽性である．

130 頁
2. 循環器
問題 28の解答

解答：（e） 解答：（a）

137 頁
3. 呼吸器
問題 6の解答

解答：（a）（d） 解答：（a）

137 頁
3. 呼吸器
問題 6の解説

一方，日本の女性の喫煙率は 10 数 %程度であり，
欧米よりも低い水準である．ただし，若い女性
の喫煙率は上昇しており対策が求められる状況
である．

成人喫煙率（厚生労働省国民健康栄養調査）では，
現在習慣的に喫煙している者の割合は，19.3％で，
性別にみると，男性 32.2％，女性 8.2％であり，
男女ともに 10 年間で減少傾向にある．

139 頁
3. 呼吸器
問題 13の解説

1年以内に保険診療にてに禁煙治療をに受けた
者は保険適用がない．

1年以内に保険診療にて禁煙治療を受けた者は
保険適用がない．

つづく



正 誤 表 つづき

該当頁 誤 正
152 頁
4. 内分泌・代謝
問題 16の解説

後弯が増強し亀背・円背を起こしやすくなる．後弯が増強し円背を起こしやすくなる．

152 頁
4. 内分泌・代謝
問題 17の解説

Monckeberg 型動脈硬化 Mönckeberg 型動脈硬化

168 頁
5. 腎・高血圧
問題 13の解説

コフオート研究 コホート研究

191 頁
8. アレルギー・免疫・感染
問題 16の解説

筋源性酵素 筋原性酵素

221 頁
15. 画像診断
問題10の解説（参考文献）

超音波による大動脈・抹消動脈病変の標準的
評価法

超音波による大動脈・末梢動脈病変の標準的
評価法

196 頁
9. 乳がん他
問題 8の解答

解答：（c）（d） 解答：（d）（e）

177 頁
6. 血液
問題 11の解説

3）骨髄政権 3）骨髄生検

138 頁
3. 呼吸器
問題 10の解答

解答：（b）（d） 解答：（b）（e）

195 頁
9. 乳がん他
問題 7の解説

ヒトパピローマウイルス感染検査（子宮体がん）ヒトパピローマウイルス感染検査（子宮頸がん）

112 頁
1. 消化器
問題 13の解説

本邦の感染者は約 100 〜 150 万人と推計されて
いる．

本邦の総感染者は約 190 〜 230 万人で，うち通
院中のキャリアは約 100 〜 150 万人と推計され
ている．

25頁
2. 循環器
問題 11の選択肢（a）

（a）Burgada 症候群 （a）Brugada 症候群

122 頁
2. 循環器
問題 11の解説

Burgada 症候群 Brugada 症候群

93頁
14. 眼科・耳鼻咽喉科
問題 2の選択肢（e）

（e）網膜軟性白班 （e）網膜軟性白斑

214 頁
14. 眼科・耳鼻咽喉科
問題 2の解説

軟性白班が出現し， 軟性白斑が出現し，


